
一般財団法人全日本ろうあ連盟
活動の紹介

一般財団法人全日本ろうあ連盟ホームページ
ご覧ください→ http://www.jfd.or.jp/

【活動基本的な取り組み】

１、手話言語の認知・手話通訳事業の制度化

２、聴覚障害を理由とする差別的な処遇の撤廃

３、聴覚障害者の社会参加と自立の推進



アジアろう児・者友好プロジェクトの取り組み

http://www.jfd.or.jp/



【活動目的】
世界ろう連盟(WFD)は、ろう者の完全な社会参加及び平等に向かっ
て、国連などの場で当事者活動を行っています。
アジア地域事務局はWFD規約に従って、アジア地域のろう者が、他者
との対等な人権を持てるよう、手話言語認知などの権利確立やネット
ワークの形成に取り組んでいます。
【第1回WFD RS A/P会議開会】
アジア太平洋地域の活動は、日本・京都にてスタート。全日本ろうあ連
盟が2015年まで事務局を担いました。

WFDアジア地域活動の取り組み

http://www.jfd.or.jp/



【アジア地域における災害救援活動】
2015年6月より行っておりました、カンパは総額897,414円となりま
した。全額を「アジアろう児・者友好プロジェクト」を通じてネパールの
ろう者及び関係者への支援に活用させていただきました。

【アジア地域における女性について：調査・会議の実施】
アジア地域代表者会議に付帯する形で、女性のみの集いを、5年ほ
ど前から試み、意見・情報をしています。また、ろう女性の複合差別を
調査をし、支援のあり方を模索しています。

新たな取り組み：女性・災害

ろう者宅・店舗の倒壊、椅子に座っているのはろう者

http://www.jfd.or.jp/



デフリンピック（Deaflympics）」は、オリンピックと同じように4年に
1回開催されるろう者のオリンピックです。夏季・冬季大会があります。
スターターの音や審判の合図など音声が聞こえないために、スタートランプや
フラッシュなどで視覚的な競技環境が整備されていることに大きな特徴があります。
なお、2017年トルコ（サムスン市）で開催されたデフリンピックでは、日本選手団は
27個のメダルを獲得し、ランキングは世界6位でした。

スポーツ（デフリンピック）の取り組み

http://www.jfd.or.jp/



2021年の記念イベントをオ
ンラインで配信しましたので、
全日本ろうあ連盟ホーム
ページからご覧ください。

「手話言語の国際デー」

http://www.jfd.or.jp/



全日本ろうあ連盟では、きこえない人や
手話言語に対する理解を広めることを
目的に2025年のデフリンピック
日本開催を目指しています。

2025年
デフリンピック
日本招致活動

映画「咲む（えむ）」
上映活動

「きこえない」ことや「手話言語」を知っ
てもらい、障害のある人もない人も共に
笑顔で暮らせる社会を実現したいとい
う思いがコンセプトになっています。ぜ
ひ多くの方に見てもらいたい映画です。


